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房
総
の
霊
峰
鹿
野
山
の
山
麓
よ
り
発
す
る
小
糸
川
の
河
口
一
帯
を
人
見
浦
と
称
し
て

い
る
が
早
く
か
ら
文
明
開
化
の
門
戸
に
な
っ
た
江
戸
時
代
文
政
年
間
近
江
屋
甚
兵
衛

翁
は
河
川
の
海
に
注
ぐ
所
を
求
め
て
移
住
し
海
苔
養
殖
を
開
始
し
て
開
祖
と
な
っ
た
。

以
来
百
五
十
年
こ
の
人
見
浦
が
上
総
海
苔
の
発
祥
地
と
な
っ
て
内
湾
一
帯
に
広
ま
り

北
は
浦
安
よ
り
南
は
富
津
岬
に
至
る
延
々
八
十
粁
の
東
京
湾
東
沿
岸
に
海
苔
養
殖

業
が
普
及
さ
れ
半
農
半
漁
の
生
活
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
た
人
見
浦
は
こ
う
し
て
遠

浅
の
海
の
ま
ま
で
江
戸
時
代
か
ら
明
治
大
正
昭
和
の
時
代
に
亘
り
沿
岸
漁
民
生
活
の

舞
台
に
な
っ
て
き
た
が
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
太
平
洋
戦
争
の
終
結
を
迎
え
た
当

時
の
君
津
町
に
は
海
軍
航
空
廠
八
重
原
工
廠
の
所
在
地
で
あ
っ
た
其
の
関
係
で
治
安

が
乱
れ
住
民
の
生
活
は
不
安
の
連
続
で
あ
っ
た
そ
の
頃
農
林
省
の
職
を
奉
し
て
農
政
指

導
の
要
職
に
あ
っ
た
鈴
木
誠
一
氏
が
郷
土
に
帰
る
成
公
選
の
初
代
町
長
に
就
任
し
た

氏
は
戦
後
の
事
態
を
深
く
憂
慮
し
町
の
治
安
な
ら
び
に
経
済
復
興
対
策
を
検
討
し
た

結
果
小
糸
川
水
質
源
利
用
に
着
目
海
岸
を
埋
立
て
こ
こ
に
工
業
を
誘
致
し
農
山
漁

業
と
工
業
と
の
調
和
を
基
本
と
し
た
農
工
両
全
主
義
の
町
づ
く
り
で
君
津
町
の
大
改

造
を
決
意
し
た
、
し
か
し
な
が
ら
当
時
の
君
津
町
の
財
政
能
力
で
は
自
力
で
の
実
行
は

不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
柴
田
等
知
事
に
君
津
町
の
窮
状
を
訴
え
具
体
的
な
街
づ
く
り

の
構
想
を
説
明
し
こ
の
実
現
に
協
力
を
要
請
し
た
幸
に
も
柴
田
知
事
は
こ
の
構
想
に

共
鳴
さ
れ
積
極
的
に
実
現
を
約
束
さ
れ
た
こ
の
会
談
が
発
端
と
な
り
県
当
局
は
現
地

調
査
を
行
な
い
紆
余
曲
折
の
後
昭
和
三
十
五
年
十
月
十
九
日
君
津
漁
業
協
同
組
合

な
ら
び
坂
田
畑
沢
小
浜
桜
井
の
五
漁
業
協
同
組
合
に
対
し
て
公
文
書
を
以
て
漁
業
権

譲
渡
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
、
漁
業
権
を
県
に
譲
渡
す
る
問
題
に
つ
い
て
人
見
浦
を
基

盤
に
し
た
君
津
漁
業
協
同
組
合
で
は
そ
の
承
認
の
是
非
に
日
夜
紛
糾
が
続
い
た
が 

時
の
君
津
漁
業
協
同
組
合
長
白
井
千
代
吉
氏
は
問
題
を
重
視
し
て
同
組
合
役
員
の

中
野
一
郎
中
野
岩
男
平
野
久
次
郎
長
嶋
伝
五
郎
天
笠
新
司
茂
田
正
巳
守
寿
平
野
長

蔵
対
策
委
員
長
茂
田
育
三
氏
外
委
員
三
十
七
名
顧
問
守
彰
三
守
市
五
朗
高
浦
惣
四

郎
相
談
役
秋
元
國
次
郎
坂
井
有
斎
藤
清
次
郎
の
諸
氏
と
熟
慮
討
議
を
重
ね
先
進
地 

並
に
諸
般
の
調
査
検
討
を
経
て
組
合
員
二
百
十
七
名
の
同
意
を
得
て
つ
い
に
昭
和
三

十
六
年
八
月
十
日
千
葉
県
庁
に
於
て
漁
業
権
譲
渡
の
調
印
式
が
行
わ
れ
柴
田
知
事

と
白
井
組
合
長
岸
町
長
其
他
関
係
者
立
合
の
も
と
に
挙
行
さ
れ
た
歴
史
的
な
こ
の
調

印
式
が
契
機
と
な
っ
て
八
幡
製
鐵
株
式
会
社
（
（
現
新
日
本
製
鐵
株
式
会
社
）
の
進
出

が
確
定
し
や
が
て
こ
の
地
一
帯
の
埋
立
工
事
も
開
始
さ
れ
昭
和
三
十
六
年
九
月
一
日

同
千
葉
建
設
事
務
所
が
設
置
さ
れ
同
四
十
年
五
月
二
十
六
日
坂
田
漁
業
協
同
組
合

の
漁
業
権
譲
渡
の
調
印
式
が
行
わ
れ
つ
づ
い
て
他
の
三
組
合
も
調
印
し
同
四
十
三
年

十
一
月
君
津
製
鐵
所
第
一
溶
鉱
炉
の
火
入
式
が
行
な
わ
れ
君
津
町
の
建
設
も
活
発

に
な
っ
た
以
来
調
印
式
後
十
年
余
を
経
た
今
日
人
見
浦
一
帯
は
工
業
都
市
化
を
急

ぎ
終
戦
当
時
に
憂
慮
さ
れ
た
諸
問
題
の
解
決
は
軌
道
に
乗
り
経
済
的
に
も
文
化
的
に

も
躍
進
向
上
し
昭
和
四
十
五
年
九
月
君
津
町
小
糸
町
清
和
村
小
櫃
村
上
総
町
の
五

ケ
町
村
が
合
併
し
新
生
の
君
津
町
と
な
り
同
四
十
六
年
九
月
に
は
市
制
を
施
行
し
君

津
市
に
昇
格
す
る
等
興
隆
進
展
の
跡
顕
著
と
な
り
飛
躍
の
一
路
を
歩
ん
で
い
る
こ
う

し
た
成
果
は
農
政
上
の
学
理
経
験
を
基
礎
と
し
た
鈴
木
誠
一
町
長
の
町
づ
く
り
の
構

想
と
柴
田
知
事
の
終
始
誠
意
を
以
て
支
援
さ
れ
た
結
果
で
あ
り
さ
ら
に
其
構
想
を
継

承
し
た
歴
代
の
岸
周
治
鈴
木
菊
治
郎
両
町
長
等
が
至
誠
一
貫
こ
の
町
づ
く
り
に
尽
力

さ
れ
た
功
績
と
白
井
千
代
吉
組
合
長
及
び
人
見
大
和
田
地
区
の
組
合
員
で
あ
っ
た

人
々
が
昭
和
三
十
六
年
八
月
漁
業
権
を
他
に
先
駆
け
て
県
に
譲
渡
し
新
時
代
を
切

り
開
い
た
格
別
の
行
為
が
現
在
の
君
津
市
を
つ
く
り
将
来
益
々
大
き
く
躍
進
す
る
基

盤
を
つ
く
っ
た
の
で
あ
る
こ
の
地
域
的
産
業
転
換
の
大
改
革
を
な
し
遂
げ
た
革
新
的
英

断
に
対
し
深
甚
の
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
共
に
地
域
の
人
々
の
功
績
を
後
世
に
伝
え

る
た
め
石
に
刻
ん
で
ふ
る
さ
と
の
森
人
見
神
社
の
境
内
に
こ
の
記
念
碑
を
建
立
す
る
も

の
で
あ
る 

千
葉
県
立
上
総
博
物
館
長 
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